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住友商事の収益構造

メディア、資源、輸送機など幅広い分野で事業を展開し、国内外で構築したビジネスモデルを海外
65ヵ国、116拠点及び国内24拠点で横展開しています。特定の分野・地域に偏らない、経営の
安定に資する多様な収益構造を構築しています。
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住友商事グループの成長の軌跡と、今後の戦略をご覧ください。
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※  当社は、2010年3月期までを米国会計基準、2011年3月期より国
際会計基準（IFRS）に基づく連結財務諸表を作成しております。

※  本書における「連結純利益」「純利益」は、国際会計基準（IFRS）の
「当期利益（親会社の所有者に帰属）」及び米国会計基準（U.S. 

GAAP）の「当期純利益（住友商事（株）に帰属）」と同じ内容です。

Sumitomo’S BuSiNeSS 
PhiloSoPhY
住友の事業精神

「住友の事業精神」は、創業以来400年以上にわたって住友グループ内で継
承・堅持されてきました。その骨子は、「住友の事業活動は、信用を大事にし
て誠実・健全を心掛けるとともに、時代の転換点では自ら率先して構造改革
に取り組むことで、自社のみならず社会にとっても有意義な価値を生み出す
ものでなければならない」というもので、今日でも十分に通用する普遍的な
価値観を謳っています。

詳細は、P66の「住友の事業精神、住友商事グループの経営理念・行動指針」をご参照ください。

（写真提供／住友史料館）

収益の拡大 経営の安定

経営理念
住友の事業精神

Sumitomo CoRPoRAtioN’S StReNGth
住友商事の強み 

住友商事の強みは、価値判断の拠り所となる「住友の事業精神」「経営理念」
のうえに、高度なリスクマネジメントや多様な収益構造に支えられる「経営の
安定」と、「収益の拡大」を実現するビジネスモデルが備わっていることで
す。この強みを発揮し、一段高いレベルの利益成長を実現していきます。
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財務ハイライト
3月31日終了の事業年度

※当社は、2010年3月期までを米国会計基準、2011年3月期より国際会計基準（IFRS）に基づく連結財務諸表を作成しております。
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当期業績：
売上総利益 ¥ 5,013 ¥ 5,631 ¥   7,066 ¥   8,577
金融収支 6 (23) (95) (230)
利息収支 (64) (86) (200) (371)
受取配当金 69 64 104 141
持分法による投資利益* 207 374 514 703
当期利益（親会社の所有者に帰属）* 666 851 1,602 2,110

事業年度末の財政状態：
資産合計 50,125 55,331 67,119 84,305
親会社の所有者に帰属する持分* 7,308 9,349 13,040 14,731
有利子負債（ネット） 23,776 23,760 26,222 29,133

キャッシュ・フロー*1：
営業活動によるキャッシュ・フロー 618 (194) (608) 1,943
投資活動によるキャッシュ・フロー 579 (527) (1,379) (4,497)
フリーキャッシュ・フロー 1,197 (720) (1,987) (2,555)
財務活動によるキャッシュ・フロー (236) 1,112 2,567 1,697

1株当たり情報：
当期利益（親会社の所有者に帰属）*：
基本的 ¥ 62.66 ¥ 72.83 ¥  130.18 ¥  169.93
希薄化後* 61.31 72.82 130.17 169.90
親会社の所有者に帰属する持分* 686.99 776.61 1,047.88 1,192.35
年間配当金*2 8.00 11.00 25.00 33.00

レシオ：
親会社所有者帰属持分比率（%）* 14.6 16.9 19.4 17.5
ROE（%） 9.9 10.2 14.3 15.2
ROA（%） 1.4 1.6 2.6 2.8
Debt-Equity Ratio（ネット）（倍） 3.3 2.5 2.0 2.0

ご参考：
売上高*3、4 ¥91,979 ¥98,986 ¥ 103,363 ¥ 105,283
基礎収益*5 668 1,100 1,583 2,029
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億円2,507

ƒ（x）
地域・世代・組織の
枠組みを越えた成長

2011-2012

収益力を徹底的に強化し、一段高いレベルの
利益成長へ踏み出すステージ

Be the Best,  
Be the one 2014

新中期経営計画

P20 詳細はP20の「特集 Ⅰ：新中期経営計画」 
“Be the Best, Be the One 2014”をご参照ください。

2013-2014年度

Sumitomo CoRPoRAtioN’S 
BuSiNeSS model

収益の拡大

住友商事のビジネスモデル

従来のビジネス領域であった流通事業などの川中分野から、社会・環境の変化に伴い求められる機能や顧客ニー
ズをチャンスと捉え、現在のビジネス領域である製造事業などの川上分野、小売・サービスなどの川下分野
へとビジネスを創出・深化させることで、バリューチェーンを構築し収益を拡大しています。

川上分野（製造など）

従来のビジネス領域

川下分野（小売・サービスなど）川中分野（流通など）

社会・環境の変化 顧客のニーズ

ビジネスの創出・深化
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億円

一段高いレベルの
利益成長へ
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AA Plan
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FOCUS’ 10

優良資産を積極的に積み増し

収益基盤の拡大に軸足

新たな成長ステージに向けて、
さらなる質の向上を追求

新たなステージに
おける成長シナリオ
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金属
鋼管分野では、業界No.1シェアを誇る油井管ビジネス（上流）の拡充に加え、 
隣接分野である油井機器・サービス分野や、ラインパイプ・特殊管関連事業（中下流）
などを拡大し、バリューチェーンのさらなる深化を図ります。

鋼管バリューチェーン

環境・インフラ
国・地域のニーズに応じた基幹インフラの整備と物流保険機能の拡充・深化を通じ、 
社会貢献・環境保全に配慮し、長期安定的な収益基盤の拡大を目指します。

輸送機・建機
自動車分野では、製造から卸売、リテイルファイナンスにわたるバリューチェーンを
グローバルに展開し、新興国を中心としてさらなる拡大・強化を目指していきます。

ファイナンス

オートリース

自動車バリューチェーン全域における事業展開

部品製造 小売販売輸入卸売輸出完成車製造

海外発電
造水事業

再生可能
エネルギ－

国内電力
事業

海外工業
団地

水事業

環境ソリュー
ション

油井機器・サービス事業

ラインパイプ・特殊管事業

鋼管 
製造 加工 販売

貿易
問屋

SCMサービス
技術サービス

在庫
管理

+

+
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資源・化学品
資源・エネルギー上流分野では、既存権益の収益力を強化すると同時に、当社機能を一層高度化し、
重点戦略商品を中心に地域、時間の分散を図りながら、ポートフォリオを拡充していきます。

メディア・生活関連
メディア・IT・リテイル、生活関連、建設不動産。消費者に近い商品やサービスを提供する、 
多様な消費・生活関連事業を融合し、新たなライフスタイルを創造していきます。

銅 石炭 鉄鉱石 原油・ガス

「ニッケル・コバルト」「銀・亜鉛・鉛」「ウラン」「レアアース」

メディア・IT・
リテイル

建設不動産

生活関連

重点戦略4商品

創立100周年（2019年度）に向けて目指す姿

定量イメージ

4,000
連結純利益

億円以上
9  10

総資産

兆円

1,602
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億円2,507

ƒ（x）
地域・世代・組織の
枠組みを越えた成長

2011-2012

収益力を徹底的に強化し、一段高いレベルの
利益成長へ踏み出すステージ

Be the Best,  
Be the one 2014

新中期経営計画

P20 詳細はP20の「特集 Ⅰ：新中期経営計画」 
“Be the Best, Be the One 2014”をご参照ください。

2013-2014年度

Sumitomo CoRPoRAtioN’S 
BuSiNeSS model

収益の拡大

住友商事のビジネスモデル

従来のビジネス領域であった流通事業などの川中分野から、社会・環境の変化に伴い求められる機能や顧客ニー
ズをチャンスと捉え、現在のビジネス領域である製造事業などの川上分野、小売・サービスなどの川下分野
へとビジネスを創出・深化させることで、バリューチェーンを構築し収益を拡大しています。

川上分野（製造など）

従来のビジネス領域

川下分野（小売・サービスなど）川中分野（流通など）

社会・環境の変化 顧客のニーズ

ビジネスの創出・深化

2,325 
連結純利益

億円

一段高いレベルの
利益成長へ

20042003 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

AA Plan

AG Plan

GG Plan

FOCUS’ 10

優良資産を積極的に積み増し

収益基盤の拡大に軸足

新たな成長ステージに向けて、
さらなる質の向上を追求

新たなステージに
おける成長シナリオ

666

851

2,389

2,151

1,552

2,110

2003-2004

2005-2006

2007-2008

2009-2010

20042003 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

2,002
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金属
鋼管分野では、業界No.1シェアを誇る油井管ビジネス（上流）の拡充に加え、 
隣接分野である油井機器・サービス分野や、ラインパイプ・特殊管関連事業（中下流）
などを拡大し、バリューチェーンのさらなる深化を図ります。

鋼管バリューチェーン

環境・インフラ
国・地域のニーズに応じた基幹インフラの整備と物流保険機能の拡充・深化を通じ、 
社会貢献・環境保全に配慮し、長期安定的な収益基盤の拡大を目指します。

輸送機・建機
自動車分野では、製造から卸売、リテイルファイナンスにわたるバリューチェーンを
グローバルに展開し、新興国を中心としてさらなる拡大・強化を目指していきます。

ファイナンス

オートリース

自動車バリューチェーン全域における事業展開

部品製造 小売販売輸入卸売輸出完成車製造

海外発電
造水事業
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エネルギ－

国内電力
事業

海外工業
団地

水事業

環境ソリュー
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油井機器・サービス事業

ラインパイプ・特殊管事業
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貿易
問屋

SCMサービス
技術サービス
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+
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資源・化学品
資源・エネルギー上流分野では、既存権益の収益力を強化すると同時に、当社機能を一層高度化し、
重点戦略商品を中心に地域、時間の分散を図りながら、ポートフォリオを拡充していきます。

メディア・生活関連
メディア・IT・リテイル、生活関連、建設不動産。消費者に近い商品やサービスを提供する、 
多様な消費・生活関連事業を融合し、新たなライフスタイルを創造していきます。

銅 石炭 鉄鉱石 原油・ガス

「ニッケル・コバルト」「銀・亜鉛・鉛」「ウラン」「レアアース」

メディア・IT・
リテイル

建設不動産

生活関連

重点戦略4商品

創立100周年（2019年度）に向けて目指す姿

定量イメージ

4,000
連結純利益

億円以上
9  10

総資産

兆円

1,602



Sumitomo Corporation   Annual Report 2013

20042003 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

4 Sumitomo Corporation   Annual Report 2013

住友商事の収益構造

メディア、資源、輸送機など幅広い分野で事業を展開し、国内外で構築したビジネスモデルを海外
65ヵ国、116拠点及び国内24拠点で横展開しています。特定の分野・地域に偏らない、経営の
安定に資する多様な収益構造を構築しています。

Sumitomo CoRPoRAtioN’S 
BuSiNeSS StRuCtuRe

経営の安定

金属

輸送機・建機

資源・化学品

海外現地法人・
海外支店

国内ブロック・
支社

19%

20%

2%

6%

環境・インフラ

メディア・生活関連

29%

5%

19%
セグメント別
連結純利益
（2012年度）

oPeN 
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住友商事グループの成長の軌跡と、今後の戦略をご覧ください。

2,325 
連結純利益

億円

40% 国内

 7%

地域別
基礎収益
（2012年度）

1%中国
その他

16%

8%
アジア

中南米 10%

17%
北米

大洋州 1%
欧州

65ヵ国 116拠点
及び国内24拠点

oPeN 

20042003 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

※  当社は、2010年3月期までを米国会計基準、2011年3月期より国
際会計基準（IFRS）に基づく連結財務諸表を作成しております。

※  本書における「連結純利益」「純利益」は、国際会計基準（IFRS）の
「当期利益（親会社の所有者に帰属）」及び米国会計基準（U.S. 

GAAP）の「当期純利益（住友商事（株）に帰属）」と同じ内容です。

Sumitomo’S BuSiNeSS 
PhiloSoPhY
住友の事業精神

「住友の事業精神」は、創業以来400年以上にわたって住友グループ内で継
承・堅持されてきました。その骨子は、「住友の事業活動は、信用を大事にし
て誠実・健全を心掛けるとともに、時代の転換点では自ら率先して構造改革
に取り組むことで、自社のみならず社会にとっても有意義な価値を生み出す
ものでなければならない」というもので、今日でも十分に通用する普遍的な
価値観を謳っています。

詳細は、P66の「住友の事業精神、住友商事グループの経営理念・行動指針」をご参照ください。

（写真提供／住友史料館）

収益の拡大 経営の安定

経営理念
住友の事業精神

Sumitomo CoRPoRAtioN’S StReNGth
住友商事の強み 

住友商事の強みは、価値判断の拠り所となる「住友の事業精神」「経営理念」
のうえに、高度なリスクマネジメントや多様な収益構造に支えられる「経営の
安定」と、「収益の拡大」を実現するビジネスモデルが備わっていることで
す。この強みを発揮し、一段高いレベルの利益成長を実現していきます。
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財務ハイライト
3月31日終了の事業年度

※当社は、2010年3月期までを米国会計基準、2011年3月期より国際会計基準（IFRS）に基づく連結財務諸表を作成しております。

資産合計とROA

（兆円） （%）

当期利益と基礎収益

（億円）

 当期利益　  基礎収益  資産合計（左軸）　  ROA（右軸）’10 ’11 ’12 ’13’06 ’07’04 ’05 ’08 ’09

’13’12’11’10’09’08’07’06’05’040
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3,000

’10 ’11 ’12 ’13’06 ’07’04 ’05 ’08 ’09

’13’12’11’10’09’08’07’06’05’040

2.5

5.0

7.5

10.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

AA Plan AG Plan

2004 2005 2006 2007

当期業績：
売上総利益 ¥ 5,013 ¥ 5,631 ¥   7,066 ¥   8,577
金融収支 6 (23) (95) (230)
利息収支 (64) (86) (200) (371)
受取配当金 69 64 104 141
持分法による投資利益* 207 374 514 703
当期利益（親会社の所有者に帰属）* 666 851 1,602 2,110

事業年度末の財政状態：
資産合計 50,125 55,331 67,119 84,305
親会社の所有者に帰属する持分* 7,308 9,349 13,040 14,731
有利子負債（ネット） 23,776 23,760 26,222 29,133

キャッシュ・フロー*1：
営業活動によるキャッシュ・フロー 618 (194) (608) 1,943
投資活動によるキャッシュ・フロー 579 (527) (1,379) (4,497)
フリーキャッシュ・フロー 1,197 (720) (1,987) (2,555)
財務活動によるキャッシュ・フロー (236) 1,112 2,567 1,697

1株当たり情報：
当期利益（親会社の所有者に帰属）*：
基本的 ¥ 62.66 ¥ 72.83 ¥  130.18 ¥  169.93
希薄化後* 61.31 72.82 130.17 169.90
親会社の所有者に帰属する持分* 686.99 776.61 1,047.88 1,192.35
年間配当金*2 8.00 11.00 25.00 33.00

レシオ：
親会社所有者帰属持分比率（%）* 14.6 16.9 19.4 17.5
ROE（%） 9.9 10.2 14.3 15.2
ROA（%） 1.4 1.6 2.6 2.8
Debt-Equity Ratio（ネット）（倍） 3.3 2.5 2.0 2.0

ご参考：
売上高*3、4 ¥91,979 ¥98,986 ¥ 103,363 ¥ 105,283
基礎収益*5 668 1,100 1,583 2,029

10 Sumitomo Corporation   Annual Report 2013
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 *  米国会計基準による用語では、「持分法による投資利益」は「持分法損益」、「当期利益（親会社の所有者に帰属）」は「当期純利益（住友商事（株）に帰属）」、「親会社の所有者に帰
属する持分」は「株主資本」、「希薄化後」は「潜在株式調整後」、「親会社所有者帰属持分比率」は「株主資本比率」となります。

 *1  過年度のキャッシュ・フローについては、2004年3月期を除き、ASC810「連結」の適用に伴い組替えて表示しております。
 *2  「1株当たり年間配当金」は、事業年度終了後に支払われる配当を含む、各年度の現金配当金です。
 *3  「売上高」は、日本の投資家の便宜を考慮し、日本の会計慣行に従い表示しているものです。
 *4  「売上高」は、当社及び子会社が契約当事者として行った取引額及び代理人等として関与した取引額の合計です。これは日本の総合商社で一般的に用いられている指標で

あり、米国会計基準またはIFRSに基づく「Sales」あるいは「Revenues」と同義ではなく、また、代用されるものではありません。
 *5  基礎収益＝（売上総利益＋販売費及び一般管理費（貸倒引当金繰入額を除く）＋利息収支＋受取配当金）×（1－税率）＋持分法による投資利益
  ＜税率：2004年3月期は42%、2005年3月期から2012年3月期は41%、2013年3月期は38%＞

単位：億円

AA Plan AG Plan GG Plan FOCUS’ 10 ƒ(x)

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

当期業績：
売上総利益 ¥ 5,013 ¥ 5,631 ¥   7,066 ¥   8,577 ¥   9,345 ¥   9,352 ¥   7,795 ¥   8,640 ¥   9,188 ¥   8,270
金融収支 6 (23) (95) (230) (276) (215) (128) (81) (39) (23)
利息収支 (64) (86) (200) (371) (428) (361) (241) (181) (151) (158)
受取配当金 69 64 104 141 153 146 113 100 112 134
持分法による投資利益* 207 374 514 703 569 900 761 956 1,106 1,074
当期利益（親会社の所有者に帰属）* 666 851 1,602 2,110 2,389 2,151 1,552 2,002 2,507 2,325

事業年度末の財政状態：
資産合計 50,125 55,331 67,119 84,305 75,714 70,182 71,378 72,305 72,268 78,328
親会社の所有者に帰属する持分* 7,308 9,349 13,040 14,731 14,927 13,531 15,837 15,705 16,891 20,528
有利子負債（ネット） 23,776 23,760 26,222 29,133 32,476 31,868 27,818 30,563 27,867 29,303

キャッシュ・フロー*1：
営業活動によるキャッシュ・フロー 618 (194) (608) 1,943 3,237 3,488 5,104 2,195 1,904 2,803
投資活動によるキャッシュ・フロー 579 (527) (1,379) (4,497) (2,980) (2,615) (594) (4,694) (357) (1,862)
フリーキャッシュ・フロー 1,197 (720) (1,987) (2,555) 256 873 4,510 (2,499) 1,547 941
財務活動によるキャッシュ・フロー (236) 1,112 2,567 1,697 79 (58) (1,501) 1,559 (333) (247)

単位：円

1株当たり情報：
当期利益（親会社の所有者に帰属）*：
基本的 ¥ 62.66 ¥ 72.83 ¥  130.18 ¥  169.93 ¥  192.51 ¥  172.06 ¥  124.15 ¥  160.17 ¥  200.52 ¥  185.92
希薄化後* 61.31 72.82 130.17 169.90 192.47 172.03 124.12 160.09 200.39 185.79
親会社の所有者に帰属する持分* 686.99 776.61 1,047.88 1,192.35 1,194.20 1,082.47 1,266.93 1,256.31 1,351.10 1,641.60
年間配当金*2 8.00 11.00 25.00 33.00 38.00 34.00 24.00 36.00 50.00 46.00

単位：%、倍

レシオ：
親会社所有者帰属持分比率（%）* 14.6 16.9 19.4 17.5 19.7 19.3 22.2 21.7 23.4 26.2
ROE（%） 9.9 10.2 14.3 15.2 16.1 15.1 10.6 12.9 15.4 12.4
ROA（%） 1.4 1.6 2.6 2.8 3.0 2.9 2.2 2.8 3.5 3.1
Debt-Equity Ratio（ネット）（倍） 3.3 2.5 2.0 2.0 2.2 2.4 1.8 1.9 1.6 1.4

単位：億円

ご参考：
売上高*3、4 ¥91,979 ¥98,986 ¥ 103,363 ¥ 105,283 ¥ 114,846 ¥ 107,500 ¥  77,672 ¥  83,494 ¥  82,730 ¥  75,027
基礎収益*5 668 1,100 1,583 2,029 1,971 2,430 1,514 2,205 2,515 2,165

親会社の所有者に帰属する持分とROE

（兆円） （%）

有利子負債（ネット）とDebt-Equity Ratio（ネット）

（兆円） （倍）

 親会社の所有者に帰属する持分（左軸）  ROE（右軸）  有利子負債（ネット）（左軸）  Debt-Equity Ratio（ネット）（右軸）’10 ’11 ’12 ’13’06 ’07’04 ’05 ’08 ’09
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